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生
　
　
形

貴
　
　
重

１
　
は
じ
め
に
・
行
綱
密
告

　
安
元
三
年
五
月
二
十
九
日
、
多
田
蔵
人
源
行
綱
は
清
盛
の
も
と
に
参
上
し
、

後
白
河
法
皇
と
成
親
ら
法
皇
側
近
に
よ
る
反
平
氏
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
を
清
盛
に

告
げ
た
。
行
綱
は
「
若
此
事
漏
ヌ
ル
物
ナ
ラ
バ
、
諌
セ
ラ
レ
ム
事
無
疑
。
甲
斐

ナ
キ
命
コ
ソ
大
切
ナ
レ
。
他
人
ノ
ロ
ヨ
リ
漏
レ
ヌ
先
二
返
中
シ
テ
、
命
生
ナ

○ム
」
（
延
慶
本
第
一
末
七
「
多
田
蔵
人
行
綱
仲
言
ノ
事
」
）
と
い
う
心
境
で
清
盛

に
計
画
を
密
告
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
彼
の
清
盛
へ
の
密
告
が
「
他

人
ノ
ロ
ヨ
リ
漏
レ
ヌ
先
」
で
あ
る
か
ど
う
か
が
、
彼
の
心
の
中
の
一
番
の
不
安

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
物
語
中
の
人
物
の
心
境
を
必
要
以
上
に
穿
襲
す
る
読
み
方
が
、
『
平
家
物
語
』

の
読
み
と
し
て
相
応
し
い
か
ど
う
か
い
さ
さ
か
疑
問
だ
が
、
ク
ー
デ
タ
ー
計
画

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
狙
い
を
定
め
た
相
手
に
、
ク
ー
デ
タ
ー
の
行
動
部
隊
の
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責
任
者
の
行
綱
が
計
画
を
告
げ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
清
盛
が
そ
の
計
画
に
っ
い

て
少
し
で
も
関
知
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
行
綱
に
と
っ
て
は
も
っ
と
も
重
大

な
関
心
事
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
「
…
院
中
ノ
人
々
兵
旦
一
ヲ
ト
・
ノ
ヘ
、

軍
兵
ヲ
召
集
ラ
ル
・
事
ヲ
バ
、
知
食
レ
テ
候
ヤ
ラ
ム
」
と
い
う
行
綱
の
清
盛
へ

の
語
り
出
し
の
言
葉
に
は
、
お
そ
ら
く
清
盛
が
ど
の
程
度
鹿
谷
の
計
画
を
知
っ

て
い
る
の
か
を
瀬
踏
み
せ
ん
と
す
る
行
綱
の
意
図
も
あ
っ
た
と
解
釈
し
て
よ
い

だ
ろ
う
。

　
不
安
に
満
ち
た
行
綱
の
言
葉
に
返
さ
れ
た
清
盛
の
「
イ
サ
、
ソ
レ
ハ
山
ノ
大

衆
ヲ
可
被
責
ト
コ
ソ
承
レ
」
と
い
う
返
答
は
、
行
綱
の
密
告
が
「
他
人
ノ
ロ
ヨ

リ
漏
レ
ヌ
先
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
行
綱
に
知
ら
せ
、
彼
の
心
を
安
堵
さ
せ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
清
盛
の
二
言
は
、
西
光
法
師
の
子
息
加
賀
守
師
高
が
加
賀

国
で
起
こ
し
た
白
山
末
寺
宇
河
寺
と
の
抗
争
事
件
以
来
の
物
語
の
流
れ
、
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
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わ
ち
白
山
事
件
か
ら
山
門
騒
動
事
件
へ
と
い
う
物
語
の
流
れ
を
、
再
び
鹿
谷
事

件
の
物
語
に
収
敏
す
る
役
割
も
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
そ
も
そ

も
、
行
綱
の
密
告
の
語
り
出
し
が
「
成
親
卿
ハ
山
門
ノ
騒
動
二
依
テ
、
私
ノ
宿

意
ヲ
バ
押
ラ
レ
ケ
リ
。
ソ
モ
内
議
支
度
ハ
サ
マ
ぐ
ナ
リ
ケ
レ
ド
モ
、
議
勢
計

ニ
テ
其
事
可
叶
ト
モ
ミ
ヘ
ザ
リ
ケ
リ
。
其
中
二
多
田
蔵
人
行
綱
サ
シ
モ
契
深
タ

ノ
マ
レ
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
此
事
無
益
ナ
リ
ト
思
心
付
ニ
ケ
リ
」
と
い
う
文
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
鹿
谷
の
謀
議
の
場
（
延
慶
本
第
一
本
二
十
二

「
成
親
卿
人
々
語
テ
鹿
谷
二
寄
会
事
」
）
以
降
、
一
見
物
語
の
流
れ
を
中
断
す
る

か
に
見
え
た
白
山
事
件
か
ら
山
門
騒
動
事
件
の
物
語
の
流
れ
は
、
は
や
く
梶
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

正
昭
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
西
光
法
師
と
い
う
も
う
一
人
の
鹿
谷
事
件
の
首

謀
者
を
強
く
意
識
し
た
構
想
の
も
と
で
、
成
親
を
視
点
に
し
て
語
り
出
さ
れ
た

鹿
谷
事
件
の
叙
述
に
収
鮫
さ
れ
る
べ
く
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
鹿
谷

事
件
の
首
謀
者
成
親
の
運
命
を
主
に
語
る
鹿
谷
事
件
の
叙
述
の
前
半
部
に
は
、

成
親
と
西
光
法
師
と
を
強
く
意
識
し
た
構
想
力
が
物
語
に
潜
在
し
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
右
の
清
盛
の
行
綱
へ
の
返
答
は
、
山
門
騒
動
事
件
の
た
め
に
ク
ー
デ

タ
ー
計
画
が
幸
い
に
し
て
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
推

測
さ
せ
る
。
「
情
ラ
平
家
ノ
繁
唱
ス
ル
有
様
ヲ
見
ル
ニ
、
当
時
諏
ク
難
傾
。
大

麹
言
ノ
語
ハ
レ
タ
ル
兵
イ
ク
程
ナ
シ
」
と
い
う
判
断
で
密
告
に
傾
い
た
行
綱
の

心
に
は
、
清
盛
の
こ
の
返
答
で
複
雑
な
動
揺
と
た
め
ら
い
が
生
じ
て
い
た
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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し
れ
な
い
。
し
か
し
、
清
盛
の
前
に
脆
く
行
綱
に
は
、
す
で
に
密
告
の
道
し
か

残
さ
れ
て
な
い
。
真
相
を
知
ら
さ
れ
た
清
盛
の
言
葉
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
保
元
平
治
ヨ
リ
以
来
、
君
ノ
御
為
二
命
ヲ
捨
ル
事
既
二
度
々
也
。
人
々
イ

　
　
カ
ニ
申
ト
モ
、
キ
ミ
君
ニ
テ
渡
ラ
セ
給
ハ
“
、
争
カ
入
道
ヲ
バ
子
々
孫
々

　
　
マ
デ
モ
捨
サ
セ
給
ベ
キ
。
乍
恐
君
モ
ク
ヤ
シ
シ
ク
コ
ソ
渡
ラ
セ
給
ハ
ム
ズ

　
　
ラ
メ
。
抑
此
事
ハ
院
ハ
一
定
被
知
食
タ
ル
カ

　
成
親
の
私
憤
に
端
を
発
し
た
鹿
谷
事
件
で
あ
っ
た
が
、
物
語
作
者
は
こ
の
事

件
を
清
盛
と
後
白
河
と
の
対
立
と
い
う
構
図
で
も
っ
て
描
こ
う
と
す
る
構
想
を

こ
こ
に
明
確
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
法
皇
の
側
近
が
俊
寛
僧
都
の

山
荘
で
な
に
を
言
お
う
が
、
清
盛
に
と
っ
て
後
白
河
法
皇
が
こ
の
謀
議
に
ゴ
ー

サ
イ
ン
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
な
に
よ
り
の
憤
慨
の
種
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

語
り
系
諸
本
の
本
文
が
、
右
の
清
盛
の
言
葉
の
最
後
の
部
分
を
「
さ
て
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば
法
皇
も
し
ろ
し
め
さ
れ
た
る
か
」
（
覚
一
本
）
と
略
述
し
て
記
す
の
は
、
瞬

時
に
し
て
事
件
の
本
質
を
見
抜
い
た
清
盛
の
眼
力
を
示
す
も
の
と
も
解
せ
ら
れ

る
が
、
む
し
ろ
表
現
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
そ
の
構
想
を
際
だ
た
せ
る
も
の
で
あ

る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
計
画
を
知
ら
さ
れ
て
た
ち
ま
ち
に
一
門
の
人
々
を
召
集
し
（
延
慶
本
第
一
末

八
「
太
政
入
道
軍
兵
被
催
集
事
」
）
、
翌
朝
早
く
法
皇
の
も
と
に
使
者
を
送
り
、

側
近
逮
捕
の
知
ら
せ
を
す
る
と
と
も
に
、
前
夜
の
行
綱
の
密
告
の
当
否
を
法
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
反
応
か
ら
推
測
す
る
清
盛
を
『
平
家
物
語
』
諸
本
は
見
事
に
描
き
出
し
て
い



る
が
（
同
九
「
太
政
入
道
院
御
所
へ
使
ヲ
進
ル
事
」
）
、
そ
れ
も
こ
の
事
件
を
清

盛
と
後
白
河
法
皇
と
の
対
立
の
構
図
で
描
一
」
う
と
す
る
物
語
の
構
想
の
も
た
ら

す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
平
家
物
語
』
の
基
本
的
な
骨
組
み
と
な
る
構
想
は
、
末
法
の

世
に
お
い
て
神
仏
の
加
護
を
得
た
武
門
（
１
－
日
本
国
大
将
軍
）
が
院
と
互
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
け
合
う
世
界
を
理
想
と
す
る
国
家
観
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
お
り
、
作
晶
の
構

造
を
形
作
る
説
話
的
な
文
脈
の
基
層
に
そ
の
構
想
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
と
い
う
事
を
、
筆
者
は
繰
り
返
し
論
じ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
視

点
で
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
を
眺
め
た
と
き
、
鹿
谷
事
件
の
直
前
の
殿
下
乗
合

事
件
が
、
こ
の
世
界
を
支
え
る
院
と
武
門
（
平
氏
）
と
い
う
二
本
の
柱
の
反
目

の
始
ま
り
で
、
鹿
谷
の
謀
議
は
、
殿
下
乗
合
事
件
の
冒
頭
で
語
ら
れ
た
「
君
モ

御
誠
モ
ナ
シ
」
（
延
慶
本
第
一
本
十
五
「
近
習
之
人
々
平
家
ヲ
嫉
妬
事
」
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

「
御
誠
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
稿
で
論
じ
た
。
そ
の
よ
う
な
観
点
に
立
て

ば
、
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
鹿
谷
事
件
は
、
清
盛
に
よ
る
法
皇
の
「
御
誠
」

へ
の
反
撃
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
鹿
谷
事

件
に
よ
っ
て
、
院
と
日
本
国
大
将
軍
た
る
べ
き
清
盛
と
が
決
定
的
な
対
立
を
生

じ
た
と
語
る
物
語
の
構
想
は
、
少
な
く
と
も
『
平
家
物
語
』
が
十
二
巻
の
形
を

整
え
る
成
立
の
時
点
で
、
相
当
創
造
的
な
内
在
的
文
学
性
と
し
て
機
能
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
院
と
清
盛
と
の
対
立
の
構
図
を
支
え
る

構
想
は
、
多
様
な
資
料
や
説
話
的
な
素
材
（
『
平
家
物
語
』
の
前
段
階
の
物
語

　
　
　
　
　
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
鹿
谷
事
件
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や
説
話
）
な
ど
を
物
語
の
世
界
に
収
敏
す
る
内
在
的
な
力
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
私
の
構
想
論
の
見
通
し
に
立
っ
て
、
清
盛
と
後
白
河

法
皇
と
の
対
立
の
構
図
の
彼
方
に
、
か
す
か
に
想
像
さ
れ
る
物
語
形
成
の
一
面

を
、
鹿
谷
の
謀
議
の
場
と
成
親
逮
捕
の
場
か
ら
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
２
　
行
綱
密
告
物
語
の
可
能
性
・
行
綱
と
五
十
端
の
布

　
清
盛
に
鹿
谷
の
謀
議
の
次
第
を
密
告
し
た
行
綱
が
清
盛
邸
を
あ
と
に
す
る
場

面
を
、
延
慶
本
は
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

　
　
入
道
大
声
ニ
テ
侍
共
ヲ
ヨ
ビ
テ
、
匂
リ
シ
カ
ラ
レ
ケ
ル
気
色
、
門
外
マ
デ

　
　
聞
ヘ
ケ
レ
バ
、
行
綱
憧
ナ
ル
証
人
ニ
モ
ゾ
立
ト
テ
、
穴
怖
シ
ト
テ
、
野
二

　
　
火
ヲ
付
タ
ル
心
地
シ
テ
、
人
モ
ヲ
ハ
ヌ
ニ
取
袴
シ
テ
、
急
ギ
馳
帰
リ
ヌ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
延
慶
本
第
一
末
七
「
多
田
蔵
人
行
綱
仲
言
ノ
事
」
）

覚
一
本
な
ど
の
語
り
系
諸
本
も
右
と
ほ
ぼ
同
様
に
、
「
入
道
大
に
驚
き
、
大
声

を
も
っ
て
侍
共
呼
の
・
し
り
給
ふ
事
、
聞
も
お
び
た
・
し
。
行
綱
な
ま
じ
ひ
な

る
事
申
出
し
て
、
証
人
に
や
ひ
か
れ
ん
ず
覧
と
お
そ
ろ
し
さ
に
、
大
野
に
火
を

は
な
っ
た
る
心
ち
し
て
、
人
も
追
は
ぬ
に
、
と
り
袴
し
て
、
急
ぎ
門
外
へ
ぞ
に

げ
出
け
る
。
」
（
覚
一
本
巻
第
二
「
西
光
被
斬
」
）
と
、
右
と
ほ
ぼ
同
文
で
行
綱

の
「
取
袴
」
姿
が
描
か
れ
る
。
密
告
を
決
意
す
る
に
い
た
る
行
綱
の
姿
も
、

「
目
打
シ
バ
ダ
・
キ
テ
居
タ
リ
ケ
ル
ガ
」
（
延
慶
本
）
「
目
う
ち
し
ば
だ
・
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ゐ
た
り
け
る
が
」
（
覚
一
本
）
と
描
か
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
威
風
堂
々
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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た
清
盛
と
対
照
さ
せ
る
た
め
に
、
行
綱
を
少
し
戯
画
化
せ
ん
と
す
る
意
図
が
物

語
に
潜
在
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
む
し
ろ
諸
本
の
記
事
に
共
通
す
る

句
と
し
て
、
右
の
行
綱
の
戯
画
的
な
帰
宅
の
姿
に
注
意
し
て
み
た
い
。

　
筆
者
は
か
つ
て
、
諸
本
の
共
通
句
の
彼
方
に
、
『
平
家
物
語
』
の
前
段
階
に

存
在
し
た
で
あ
ろ
う
物
語
伝
承
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
論
じ

　
＠

た
が
、
こ
の
行
綱
の
密
告
の
場
面
も
、
本
来
な
ら
ば
他
人
の
目
を
は
ば
か
る
事

実
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
の
で
、
右
の
よ
う
な
物
語
の
表
現
が
成
立

す
る
に
は
、
『
平
家
物
語
』
作
者
の
技
量
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
物
語
伝

承
の
前
提
的
存
在
が
想
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
注
意
し
な
が
ら
行
綱
の
密
告
の
場
を
延
慶
本
で
見
て
み
る
と
、
行

綱
の
密
告
の
物
語
に
は
、
行
綱
を
ク
ー
デ
タ
ー
の
部
隊
長
と
し
て
謀
議
の
仲
間

に
引
き
入
れ
た
成
親
か
ら
贈
ら
れ
た
五
十
端
の
布
の
事
が
常
に
意
識
さ
れ
て
描

か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。

　
っ
ま
り
、
行
綱
が
清
盛
に
ク
ー
デ
タ
ー
の
計
画
を
密
告
し
た
折
り
に
は
、

「
日
来
月
来
、
新
大
納
一
言
ヲ
始
ト
シ
テ
、
俊
寛
ガ
鹿
谷
ノ
山
庄
ニ
テ
ヨ
リ
ア
ヒ

く
内
議
支
度
シ
ケ
ル
事
、
「
其
レ
ハ
ト
コ
ソ
申
侯
シ
カ
、
カ
ク
コ
ソ
申
侯
シ

カ
」
ト
、
人
ノ
吉
事
云
タ
ル
ヲ
バ
我
申
タ
リ
シ
ト
云
、
我
悪
ロ
シ
タ
リ
シ
ヲ
バ

人
ノ
申
タ
ル
ニ
語
リ
ナ
シ
、
五
十
端
ノ
布
ノ
事
ヲ
バ
一
端
モ
云
出
サ
ズ
、
有
ノ

マ
ニ
一
ハ
指
過
テ
」
と
い
う
よ
う
に
、
明
ら
か
に
鹿
谷
で
の
謀
議
の
場
を
受
け

る
形
で
五
十
端
の
布
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
語
り
本
系
の
諸
本
は
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八

五
十
端
の
布
に
っ
い
て
は
こ
こ
で
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
長
門
本
・
盛
衰
記
と

も
に
こ
の
句
は
共
通
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
密
告
を
決
意
す
る
時
の
右
に
触
れ
た
「
目
打
シ
バ
ダ
・
キ
テ
居
タ
リ

ケ
ル
」
場
面
で
も
、
そ
の
直
前
に
は
「
サ
テ
弓
袋
ノ
料
二
新
大
納
言
ヨ
リ
得
タ

リ
ケ
ル
五
十
端
ノ
布
共
、
直
垂
小
袴
に
裁
縫
テ
、
家
子
郎
等
ニ
キ
セ
ツ
・
」
と

五
十
端
の
布
が
語
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
諸
本
ほ
ぼ
類
句
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
五
十
端
の
布
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
語
り
系
諸
本
に
お
い

て
は
、
成
親
が
行
綱
に
手
渡
す
場
面
は
、
鹿
谷
の
謀
議
の
場
を
語
り
終
え
た
後

ろ
に
、
「
新
大
紬
言
成
親
は
、
多
田
蔵
人
行
綱
を
よ
ふ
で
、
「
御
辺
を
ば
、
一
方

の
大
将
に
懸
な
り
。
此
事
し
お
ほ
せ
っ
る
も
の
な
ら
ば
、
国
を
も
庄
を
も
所
望

に
よ
る
べ
し
。
先
弓
袋
の
料
に
」
と
て
、
白
布
五
十
端
送
ら
れ
た
り
」
（
覚
一

本
巻
第
一
「
俊
寛
沙
汰
　
鵜
川
軍
」
）
と
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
語
ら
れ
、
俊
寛
の

出
自
記
事
と
併
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
延
慶
本
で
は
、
行
綱
が
成
親
か
ら

贈
ら
れ
た
五
十
端
の
布
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
語
り
系
諸
本
と
異
な
っ
て
、
鹿

谷
の
謀
議
の
場
面
で
の
酒
宴
の
場
の
前
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
或
時
、
彼
人
々
俊
寛
ガ
坊
二
寄
合
テ
終
日
二
酒
宴
シ
テ
遊
ケ
ル
ニ
、
酒
盛

　
　
半
二
成
テ
万
ツ
興
有
ケ
ル
ニ
、
多
田
蔵
人
ガ
前
二
盃
流
留
タ
リ
。
新
大
納

　
　
言
、
青
侍
一
人
招
キ
寄
テ
サ
・
ヤ
キ
ケ
レ
バ
、
程
ナ
ク
清
ゲ
ナ
ル
長
櫃
一

　
　
合
、
挺
ノ
上
ニ
カ
キ
ス
ヘ
タ
リ
り
。
尋
常
ナ
ル
白
布
五
十
端
取
出
テ
、
ヤ

　
　
ガ
テ
多
田
蔵
人
ガ
前
二
置
セ
テ
、
大
納
言
目
カ
ケ
テ
「
日
来
談
義
シ
申
ツ



　
　
ル
事
、
大
将
ニ
ハ
一
向
御
辺
ヲ
懸
奉
ル
。
其
弓
袋
料
二
進
。
今
一
度
侯
バ

　
　
ヤ
」
ト
云
タ
リ
ケ
レ
バ
、
行
綱
畏
テ
、
布
二
手
打
係
テ
押
ノ
ケ
・
レ
バ
、

　
　
郎
等
ヨ
リ
テ
取
テ
ケ
リ
。

　
　
　
　
　
（
延
慶
本
第
一
本
二
十
二
「
成
親
卿
人
々
語
テ
鹿
谷
二
寄
会
事
」
一

　
語
り
系
諸
本
が
こ
の
記
事
を
略
述
し
て
酒
宴
の
場
の
後
ろ
に
置
い
た
の
は
、

お
そ
ら
く
鹿
谷
の
謀
議
の
場
を
酒
宴
の
場
面
に
集
中
し
て
描
き
、
そ
こ
に
成
親

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

・
俊
寛
・
康
頼
・
西
光
、
そ
し
て
法
皇
・
静
憲
を
一
挙
に
配
置
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
個
性
あ
る
；
日
を
語
ら
せ
て
、
後
の
物
語
の
伏
線
と
す
る
意
図
か
ら
で
あ

ろ
う
。
語
り
系
諸
本
は
、
鹿
谷
の
謀
議
を
酒
宴
の
場
に
集
中
的
に
描
こ
う
と
す

る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
、
ク
ー
デ
タ
ー
の
謀
議
が
酒
宴
の
猿
楽
で
描
か
れ
る

の
は
、
謀
議
の
内
容
と
は
な
は
だ
不
釣
り
合
い
で
あ
っ
て
、
や
は
り
最
初
に
攻

撃
部
隊
の
主
力
を
担
う
行
綱
が
首
謀
者
成
親
の
誘
い
に
よ
っ
て
計
画
に
加
え
ら

れ
る
と
云
う
場
面
が
あ
っ
て
こ
そ
謀
議
の
場
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
延
慶
本

の
本
文
が
も
っ
と
も
そ
れ
に
相
応
し
い
と
い
え
よ
う
。

　
右
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
行
網
が
成
親
か
ら
贈
ら
れ
た
五
十
端
の
布
は
、
延

慶
本
に
お
い
て
は
謀
議
の
物
語
が
成
り
立
つ
た
め
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
行

綱
が
密
告
を
決
意
す
る
時
に
も
、
ま
た
清
盛
に
密
告
す
る
記
事
に
も
、
つ
ね
に

行
綱
の
心
境
を
物
語
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
鹿
谷
事
件
覚
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
五
十
端
の
布
に
つ
い
て
は
、
『
愚
管
抄
』
に
記
さ
れ
た
鹿

谷
事
件
の
記
事
に
も
、
注
目
す
べ
き
共
通
し
た
記
事
が
あ
る
。

　
　
…
ア
マ
リ
ニ
平
家
ノ
世
ノ
マ
・
ナ
ル
ヲ
ウ
ラ
ヤ
ム
カ
ニ
ク
ム
カ
、
叡
慮
ヲ

　
　
イ
カ
ニ
見
ケ
ル
ニ
カ
シ
テ
、
東
山
辺
二
鹿
谷
卜
云
所
二
静
賢
法
印
ト
テ
、

　
　
法
勝
寺
ノ
前
執
行
、
信
西
ガ
子
ノ
法
師
ア
リ
ケ
ル
ハ
、
蓮
華
王
院
ノ
執
行

　
　
ニ
テ
深
ク
メ
シ
ツ
カ
イ
ケ
ル
。
萬
ノ
事
思
ヒ
知
リ
テ
引
イ
リ
ツ
・
、
マ
コ

　
　
ト
ノ
人
ニ
テ
ア
リ
ケ
レ
バ
、
コ
レ
ヲ
又
院
モ
平
相
国
モ
用
テ
、
物
ナ
ド
云

　
　
ア
ハ
セ
ケ
ル
ガ
、
イ
サ
・
カ
山
荘
ヲ
造
リ
タ
リ
ケ
ル
所
へ
、
御
幸
ノ
ナ
リ

　
　
く
シ
ケ
ル
。
コ
ノ
閑
所
ニ
テ
御
幸
ノ
次
二
、
成
親
・
西
光
・
俊
寛
ナ
ド

　
　
聚
リ
テ
、
ヤ
ウ
く
ノ
議
ヲ
シ
ケ
ル
ト
一
事
ノ
聞
エ
ケ
ル
。
コ
レ
ハ
一
定

ノ
説
ハ
知
ネ
ド
モ
、
満
仲
ガ
末
孫
二
多
田
蔵
人
行
綱
ト
云
シ
者
ヲ
召
テ
、

「
用
意
シ
テ
候
へ
」
ト
テ
白
シ
ル
シ
ノ
料
二
、

宇
治
布
三
十
段
タ
ビ
タ
リ

ケ
ル
ヲ
持
テ
、
平
相
国
ハ
世
ノ
事
シ
オ
ホ
セ
タ
リ
ト
思
ヒ
テ
出
家
シ
テ
、

摂
津
国
ノ
福
原
ト
云
所
二
常
ニ
ハ
ア
リ
ケ
ル
。
ソ
レ
ヘ
モ
テ
行
テ
、

「
カ
・
ル
事
コ
ソ
候
へ
」
ト
告
ケ
レ
バ
、

ソ
ノ
返
事
ヲ
バ
イ
ハ
デ
、
布
バ

　
　
カ
リ
ヲ
バ
ト
リ
テ
ツ
ボ
ニ
テ
焼
捨
テ
後
、
京
二
上
リ
テ
、
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
愚
管
抄
』
巻
第
五
）

　
『
愚
管
抄
』
の
鹿
谷
事
件
記
事
全
体
に
つ
い
て
も
、
『
平
家
物
語
』
と
り
わ
け

延
慶
本
と
の
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
共
通
性
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て

論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
が
、
右
の
記
事
の
範
囲
だ
け
で
も
、
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九



　
　
　
　
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
鹿
谷
事
件
覚
書

え
ば
静
憲
に
つ
い
て
延
慶
本
が
、

　
　
其
比
静
憲
法
印
ト
申
シ
ケ
ル
人
ハ
、
故
少
納
一
言
信
西
ガ
子
息
也
。
万
事
思

知
テ
振
舞
人
ニ
テ
有
ケ
レ
バ
、
平
相
国
モ
殊
二
用
テ
、
世
中
ノ
事
共
時
々

云
合
セ
ラ
レ
ケ
リ
。
法
皇
ノ
御
気
色
モ
ヨ
ク
テ
、
蓮
華
王
院
執
行
ニ
モ
ナ

　
　
サ
レ
ナ
ド
シ
テ
、
天
下
ノ
御
政
常
二
被
仰
合
ケ
ル
ニ
…

　
　
　
　
（
延
慶
本
第
一
本
二
十
二
「
成
親
卿
人
々
語
テ
鹿
谷
二
寄
会
事
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

と
記
し
、
一
重
傍
線
部
に
示
す
よ
う
に
共
通
し
た
本
文
関
係
が
存
在
す
る
。
そ

の
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
お
い
て
、
行
綱
の
密
告
の
部
分
を
見
る
と
、
二
重
傍

線
部
に
示
し
た
よ
う
に
、
（
１
）
行
綱
の
成
親
か
ら
贈
ら
れ
た
布
の
事
が
謀
議

に
誘
わ
れ
た
と
き
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
（
２
）
そ
の
布
が
密
告

の
証
と
し
て
清
盛
の
と
こ
ろ
に
持
参
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
（
３
）
清
盛

が
怒
り
に
絶
え
ず
即
座
に
焼
き
捨
て
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
延
慶
本
は
、

（
１
）
は
共
通
し
て
い
る
が
、
（
２
）
（
３
）
に
つ
い
て
は
同
じ
で
は
な
い
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

た
、
清
盛
の
館
も
『
愚
管
抄
』
で
は
福
原
と
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
注
意
し
た
い
の
は
、
『
愚
管
抄
』
の
行
網
密
告
の
記
事
が
「
コ
レ

ハ
一
定
ノ
説
ハ
知
ネ
ド
モ
」
と
し
て
書
き
出
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
慈
円
の
筆
致
は
、
こ
の
行
綱
密
告
記
事
が
若
干
物
語
的
な
資
料
に
よ
っ
て

知
り
得
た
こ
と
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
慈
円
に
と

っ
て
、
行
綱
の
密
告
に
よ
っ
て
鹿
谷
事
件
が
露
見
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
行
綱
の
密
告
の
ド
ラ
マ
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

そ
の
資
料
が
物
語
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
「
コ
レ
ハ
一
定
ノ
説
ハ
知
ネ
ド

モ
」
と
い
う
書
き
ぶ
り
が
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
考

え
る
と
、
右
の
（
１
）
（
２
）
（
３
）
の
微
妙
な
共
通
性
と
ず
れ
と
の
彼
方
に
、

慈
円
と
『
平
家
物
語
』
作
者
と
が
共
通
し
て
参
照
し
た
行
綱
の
密
告
の
物
語
的

資
料
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
延
慶
本
は
、
（
２
）
に
あ
る
よ
う
に
、
密
告
の
場
で
は
行
綱
は
布
の
事
を
全

く
語
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
事
が
自
ら
を
正
当
化
す
る
文
脈
と
な
っ
て
い
る
点

で
は
、
布
を
証
拠
と
し
て
差
し
出
す
『
愚
管
抄
』
の
形
と
一
っ
の
ヴ
ァ
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。

　
し
か
も
、
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
（
３
）
の
部
分
で
あ
る
。
本
節
の
始
め

に
触
れ
た
よ
う
に
、
『
平
家
物
語
』
の
行
綱
に
は
、
き
わ
め
て
戯
画
化
さ
れ
た

印
象
が
拭
え
な
い
。
「
穴
怖
シ
ト
テ
、
野
二
火
ヲ
付
タ
ル
心
地
シ
テ
、
人
モ
ヲ

ハ
ヌ
ニ
取
袴
シ
テ
、
急
ギ
馳
帰
リ
ヌ
」
と
い
う
描
か
れ
方
は
、
「
日
来
談
義
シ

申
ツ
ル
事
、
大
将
ニ
ハ
一
向
御
辺
ヲ
愚
奉
ル
」
と
し
て
首
謀
者
か
ら
信
頼
さ
れ

る
源
氏
の
武
士
と
し
て
は
い
さ
さ
か
不
釣
り
合
い
の
感
じ
が
す
る
の
だ
。
し
か

し
、
『
愚
管
抄
』
の
参
照
し
た
「
一
定
ノ
説
ハ
知
」
ら
れ
ぬ
物
語
が
、
そ
の
布

を
怒
り
に
絶
え
ず
に
清
盛
が
焼
き
捨
て
た
と
し
て
い
た
な
ら
ば
、
延
慶
本
は
じ

め
『
平
家
物
語
』
諸
本
が
語
る
「
穴
怖
シ
ト
テ
、
野
二
火
ヲ
付
タ
ル
心
地
」
や

「
人
モ
ヲ
ハ
ヌ
ニ
取
袴
」
す
る
行
綱
の
姿
が
な
に
に
由
来
し
て
で
き
あ
が
っ
た

か
が
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
ソ
ノ
返
事
ヲ
バ
イ
ハ
デ
、
布
バ



カ
リ
ヲ
バ
ト
リ
テ
ツ
ボ
ニ
テ
焼
捨
テ
」
（
『
愚
管
抄
』
）
た
清
盛
の
激
怒
に
恐
れ

お
の
の
く
行
綱
の
心
境
が
、
『
平
家
物
語
』
と
『
愚
管
抄
』
の
共
通
資
料
に
お
そ

ら
く
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
『
平
家
物
語
』
の
「
野
二
火
ヲ
付
タ
ル
心
地
」

の
行
網
の
取
袴
姿
の
原
型
と
し
て
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
の
で

あ
る
。
弓
袋
の
料
と
し
て
贈
ら
れ
た
布
を
重
要
な
小
道
具
と
し
て
展
開
す
る
行

綱
の
密
告
の
物
語
的
な
伝
承
が
、
『
愚
管
抄
』
と
『
平
家
物
語
』
の
成
立
の
彼

方
に
透
け
て
見
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
平
家
物
語
』
は
、
行
綱
の

密
告
の
物
語
を
、
清
盛
（
日
本
国
大
将
軍
た
る
べ
き
人
）
と
法
皇
と
の
対
立
と

い
う
構
図
の
も
と
に
、
「
代
ノ
乱
」
（
延
慶
本
第
一
本
十
五
「
近
習
之
人
々
平
家

ヲ
嫉
妬
事
」
）
の
発
展
と
し
て
鹿
谷
事
件
に
組
み
入
れ
た
と
想
像
出
来
る
。

３
　
成
親
逮
捕
拷
問
の
物
語
・
伝
承
と
物
語
の
構
想

　
か
つ
て
武
久
　
堅
氏
は
、
鹿
谷
事
件
を
描
く
『
平
家
物
語
』
の
本
文
の
彼
方

に
、
「
大
納
言
物
語
」
と
も
称
す
べ
き
成
親
の
物
語
伝
承
が
存
在
す
る
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

う
こ
と
を
、
成
親
の
呼
称
を
分
析
す
る
中
か
ら
論
じ
ら
れ
た
。
本
稿
が
右
に
想

定
し
た
行
網
の
密
告
の
物
語
伝
承
も
、
氏
の
想
定
す
る
成
親
の
物
語
伝
承
の
一

部
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
信
西
の
子
息
静
憲
の
見
聞
謂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

か
ら
発
生
し
た
説
話
か
も
知
れ
な
い
。
氏
は
ま
た
、
「
大
麹
言
物
語
」
と
称
す

べ
き
物
語
伝
承
が
、
十
二
巻
本
の
『
平
家
物
語
』
の
成
立
の
段
階
で
、
宗
盛
を

強
調
し
た
官
位
争
い
の
構
想
の
下
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
鹿
谷
事
件
覚
書

る
。
氏
の
論
旨
に
異
論
は
な
い
が
、
私
は
、
『
平
家
物
語
』
が
資
料
と
し
た
鹿

谷
事
件
を
伝
え
る
物
語
的
な
伝
承
（
お
そ
ら
く
成
親
を
主
人
公
と
し
た
伝
承
）

が
、
『
愚
管
抄
』
と
共
通
資
料
の
関
係
に
あ
り
、
『
平
家
物
語
』
は
日
本
国
大
将

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

軍
と
法
皇
と
い
う
世
界
を
支
え
る
二
つ
の
柱
の
対
立
の
構
図
の
中
に
、
そ
の
伝

承
を
採
り
入
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
の
だ
。

　
た
と
え
ば
、
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
成
親
は
清
盛
に
召
さ
れ
て
逮
捕
・
拘

禁
さ
れ
る
が
、
そ
の
成
親
の
逮
捕
の
記
事
の
中
で
、
『
平
家
物
語
』
諸
本
に
は

少
し
不
自
然
と
思
え
る
場
面
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
清
盛
直
接
の
尋
問
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
「
人
ノ
譲
言
ニ
テ
ゾ
侯
ラ
ン
」
と
罪
を
否
認
す
る
成
親
に
腹
を
据
え

か
ね
た
清
盛
が
、
西
光
の
白
状
を
成
親
に
投
げ
っ
け
た
後
の
場
面
で
あ
る
。

　
清
盛
は
部
下
の
侍
に
成
親
を
坪
に
引
き
下
ろ
し
て
拷
問
せ
よ
と
命
じ
る
。
し

か
し
、
延
慶
本
は
、
「
元
ヨ
リ
情
ア
ル
者
」
の
季
貞
が
そ
の
と
き
成
親
に
「
入

道
ノ
キ
カ
セ
給
候
ヤ
ウ
ニ
、
只
御
声
ヲ
立
テ
ヲ
メ
カ
セ
給
へ
」
と
さ
さ
や
き
、

い
わ
ば
「
や
ら
せ
」
の
拷
問
を
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
物
語
は
そ
の
や
ら
せ
の
拷

問
に
引
き
続
い
て
、
「
其
ノ
有
様
目
モ
ァ
テ
ラ
レ
ズ
。
地
獄
ニ
テ
獄
卒
阿
坊
羅

刹
ノ
浄
頗
梨
ノ
鏡
二
罪
人
ヲ
引
向
テ
…
（
中
略
）
－
・
刑
罰
ヲ
行
ラ
ム
モ
カ
ク
ヤ

ト
覚
テ
無
漸
也
」
（
延
慶
本
第
一
末
十
二
「
新
大
納
言
ヲ
痛
メ
奉
ル
事
」
）
と
、

成
親
の
姿
を
地
獄
の
罪
人
の
悲
惨
な
姿
に
た
と
え
、
中
国
の
先
例
を
述
べ
た
後

に
再
び
、
「
唐
朝
ニ
モ
不
限
、
我
朝
ニ
モ
保
元
平
治
ノ
比
ハ
浅
猿
カ
リ
シ
事
共

モ
有
ゾ
カ
シ
。
新
大
納
言
一
人
ニ
モ
限
ル
マ
ジ
。
コ
ハ
イ
カ
“
ハ
セ
ン
ズ
ル
ト
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一



　
　
　
　
　
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
鹿
谷
事
件
覚
書

人
歎
ア
ヘ
リ
」
（
延
慶
本
第
一
末
十
二
「
新
大
紬
言
ヲ
痛
メ
奉
ル
事
」
）
と
、
拷

問
の
き
び
し
さ
を
強
調
す
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
「
カ
ク
シ
テ
季
貞
ノ
キ
ニ
ケ
リ
。
大
麹
言
半
死
半
生
ニ

ゾ
ミ
ヘ
ラ
レ
ケ
ル
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
場
面
を
、
や
ら
せ
の
拷
問
だ

か
ら
こ
そ
そ
う
い
う
叙
述
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
の
だ
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
か
も

知
れ
な
い
が
、
や
は
り
漢
文
調
の
唱
導
的
な
文
体
に
突
如
文
体
が
変
化
す
る
こ

の
場
面
は
、
一
方
で
季
貞
に
声
だ
け
出
し
て
く
だ
さ
い
と
た
の
ま
れ
た
成
親
の

拷
問
へ
の
証
言
と
し
て
は
不
自
然
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
も
、
本
来
は
厳

し
く
拷
問
さ
れ
る
成
親
を
描
い
て
い
た
素
材
が
前
提
と
し
て
想
像
さ
れ
、
そ
れ

を
物
語
の
構
想
上
成
親
を
痛
め
つ
け
な
い
形
に
『
平
家
物
語
』
が
叙
述
し
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
想
定
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

　
今
、
『
愚
管
抄
』
を
見
る
と
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
コ
ノ
西
光
ガ
頚
切
ル
前
ノ
日
、
（
１
）
成
親
ノ
大
納
言
ヲ
バ
ヨ
ビ
テ
、

　
　
（
２
）
盛
俊
ト
云
チ
カ
ラ
ア
ル
郎
従
、
盛
国
ガ
子
ニ
テ
ア
リ
キ
、
ソ
レ
シ

　
　
テ
イ
ダ
キ
テ
打
フ
セ
テ
、
（
３
）
ヒ
キ
シ
バ
リ
テ
部
屋
二
押
籠
テ
ケ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
愚
管
抄
』
巻
第
五
　
カ
ッ
コ
数
字
筆
者
記
す
」
）

　
『
平
家
物
語
』
諸
本
も
（
１
）
の
「
成
親
ノ
大
塑
言
ヲ
バ
ヨ
ビ
テ
」
彼
を
逮

捕
し
た
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
（
３
）
の
「
ヒ
キ
シ
バ
リ
テ
部
屋
二

押
籠
」
め
た
点
も
、
「
天
ニ
モ
上
ズ
地
ニ
モ
ツ
ケ
ズ
、
中
ニ
ク
・
ツ
テ
、
上
へ

引
ノ
ボ
セ
奉
リ
、
一
間
ナ
ル
所
ニ
ヲ
シ
コ
メ
ツ
」
（
延
慶
本
第
一
末
十
「
新
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
一

納
言
召
取
事
」
）
と
『
愚
管
抄
』
と
共
通
す
る
。
（
２
）
は
盛
俊
と
し
て
あ
る
の

で
、
成
親
を
拷
問
し
た
人
物
が
延
慶
本
と
異
な
る
が
、
『
平
家
物
語
』
諸
本
で

も
語
り
本
系
が
「
経
遠
・
兼
康
」
と
す
る
な
ど
郎
等
の
人
名
は
可
変
的
な
も
の

で
あ
る
か
ら
、
短
い
成
親
逮
捕
の
『
愚
管
抄
』
の
記
述
だ
が
、
成
親
が
清
盛
に

呼
ば
れ
、
清
盛
の
郎
等
で
力
の
あ
る
者
が
成
親
を
「
打
フ
セ
」
、
縛
り
付
け
て

部
屋
に
監
禁
し
た
と
い
う
（
１
）
－
（
３
）
の
成
親
逮
捕
の
物
語
的
な
伝
承
の

存
在
が
想
定
さ
れ
る
。
『
平
家
物
語
』
と
の
共
通
性
か
ら
も
、
お
そ
ら
く
二
者

の
か
な
た
に
成
親
逮
捕
の
物
語
的
な
伝
承
は
、
想
定
が
十
分
に
可
能
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
拷
問
さ
れ
る
成
親
の
悲
惨
な
姿
に
対
す
る
同
情
を
、
地
獄
の
責
め
苦

の
例
え
と
本
朝
・
異
朝
の
先
例
に
比
し
て
描
き
つ
つ
、
一
方
で
「
カ
ク
シ
テ
季

貞
ノ
キ
ニ
ケ
リ
。
大
紬
言
半
死
半
生
ニ
ゾ
ミ
ヘ
ラ
レ
ケ
ル
」
と
い
う
よ
う
に
、

や
ら
せ
と
し
て
拷
問
を
描
く
『
平
家
物
語
』
の
記
事
の
不
自
然
さ
か
ら
、
呼
び

出
し
て
逮
捕
し
た
成
親
を
「
半
死
半
生
」
に
し
て
部
屋
に
拘
禁
し
た
と
い
う
成

親
逮
捕
の
物
語
的
伝
承
が
、
『
愚
管
抄
』
と
の
共
通
資
料
と
し
て
想
定
で
き
る

の
で
あ
る
。

　
『
平
家
物
語
』
が
本
来
は
厳
し
く
成
親
を
あ
つ
か
っ
て
い
た
と
す
る
資
料
を
、

や
ら
せ
の
拷
問
と
し
て
描
き
変
え
た
の
は
、
鹿
谷
事
件
を
語
り
伝
え
る
物
語
的

な
伝
承
（
行
綱
の
密
告
の
伝
承
や
成
親
逮
捕
の
伝
承
な
ど
）
を
、
清
盛
と
法
皇

の
対
立
と
い
う
明
確
な
構
図
に
組
み
入
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
清
盛
と
法
皇
と

の
対
立
の
構
図
は
、
繰
り
返
し
述
べ
た
よ
う
に
世
界
を
支
え
る
二
つ
の
柱
の
瓦



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

解
と
し
て
こ
の
世
の
乱
れ
を
描
こ
う
と
す
る
『
平
家
物
語
』
の
構
想
で
あ
っ
た
。

そ
の
構
想
か
ら
日
本
国
大
将
軍
た
る
賢
者
重
盛
像
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
い
う
を
待
た
な
い
だ
ろ
う
。
重
盛
は
、
こ
の
事
件
の
直
前
の
殿
下
乗
合
事
件

に
お
い
て
、
「
…
設
ヒ
入
道
イ
カ
ナ
ル
不
思
議
ヲ
下
知
シ
タ
マ
フ
ト
モ
、
争
カ

重
盛
二
夢
ヲ
バ
ミ
セ
ザ
リ
ケ
ル
ゾ
ト
テ
、
行
向
タ
リ
ケ
ル
侍
共
十
余
人
、
被
勘

当
ケ
リ
」
（
延
慶
本
第
一
末
十
六
「
平
家
殿
下
二
恥
見
セ
奉
ル
事
」
）
と
描
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
重
盛
の
小
姑
に
当
た
る
成
親
を
拷
問
せ
よ
と
い
う
清

盛
の
命
令
に
は
侍
た
ち
は
す
ぐ
さ
ま
従
え
な
い
。
『
平
家
物
語
』
諸
本
が
不
自

然
な
成
親
拷
問
の
叙
述
を
見
せ
る
の
は
、
清
盛
・
法
皇
・
重
盛
と
い
う
物
語
を

構
造
的
に
支
え
る
人
物
の
構
想
が
、
物
語
の
資
料
と
し
て
の
伝
承
を
採
り
上
げ

る
際
の
叙
述
の
あ
り
方
を
暗
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
語
り
系
諸
本
が
、

「
小
松
殿
の
御
気
色
い
か
・
候
は
ん
ず
覧
」
（
覚
一
本
巻
第
二
「
小
教
訓
」
）
と

清
盛
の
下
知
に
礒
踏
す
る
武
士
を
描
き
、
「
よ
し
く
、
を
の
れ
ら
は
、
内
府
が

命
を
ば
お
も
う
し
て
、
入
道
が
仰
を
ば
か
ろ
う
し
け
る
ご
ざ
ん
な
れ
。
其
上
は

力
及
ば
ず
」
（
同
前
）
と
す
ね
る
清
盛
を
描
き
な
が
ら
、
そ
の
た
め
に
ゃ
ら
せ

の
拷
問
が
行
わ
れ
た
と
こ
の
場
面
を
再
構
成
し
て
語
る
の
は
、
お
そ
ら
く
語
り

系
の
本
文
が
前
提
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
本
文
（
延
慶
本
的
な
本
文
で
あ
ろ

う
）
の
不
自
然
さ
を
や
わ
ら
げ
る
文
芸
的
な
処
理
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
語

り
系
の
本
文
の
あ
り
方
は
、
延
慶
本
で
見
た
物
語
の
資
料
を
物
語
化
す
る
際
の

構
想
を
、
ま
さ
に
表
現
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
際
だ
た
せ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
鹿
谷
事
件
覚
書

注
Ｑ
　
延
慶
本
本
文
は
北
原
保
雄
・
小
川
栄
一
氏
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
一
勉
誠
社
）

　
に
よ
る
。

　
　
梶
原
正
昭
氏
「
『
平
家
物
語
』
の
一
考
察
　
　
　
”
鹿
の
谷
”
と
白
山
事
作
　
　
」

　
（
「
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
学
術
研
究
」
昭
和
三
六
年
一
一
月
『
日
本
文
学
研
究
資
料

　
叢
書
　
平
家
物
語
』
有
精
堂
所
収
一

　
　
覚
一
本
本
文
は
梶
原
正
昭
・
山
下
宏
明
氏
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
平
家

　
物
語
』
一
岩
波
書
店
一
に
よ
る
。

¢
　
四
部
本
は
巻
二
欠
巻
。

　
　
拙
著
『
平
家
物
語
の
基
層
と
構
造
』
一
近
代
文
芸
杜
）

　
　
拙
稿
「
『
平
家
物
語
』
の
構
造
と
説
話
の
文
脈
」
　
説
話
と
説
話
文
学
の
会
編
『
説

　
話
論
集
』
第
二
集
一
清
文
堂
）

　
　
拙
稿
「
文
覚
説
話
の
文
脈
」
水
原
　
一
氏
編
『
あ
な
た
が
読
む
平
家
物
語
２
　
平

　
家
物
語
　
説
話
と
語
り
』
一
有
精
堂
一

¢
　
拙
稿
「
「
代
の
乱
け
る
根
元
は
」
考
」
水
原
　
一
氏
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
考
証

　
二
』
（
新
典
社
）

　
　
行
綱
が
目
を
打
し
ば
だ
た
い
て
い
た
と
す
る
句
は
、
屋
代
本
等
八
坂
系
の
語
り
本

　
に
は
お
お
む
ね
無
い
句
だ
が
、
長
門
本
・
盛
衰
記
に
は
見
ら
れ
る
。

　
　
拙
稿
「
「
先
帝
入
水
伝
承
」
の
可
能
性
」
『
軍
記
と
語
り
物
』
第
二
四
号
一
一
九
八

　
八
年
三
月
一

＠
　
延
慶
本
は
、
西
光
を
鹿
谷
の
謀
議
記
事
の
冒
頭
の
名
寄
せ
の
部
分
に
「
左
衛
門
入

　
道
」
と
の
み
記
し
、
酒
宴
の
場
面
に
は
描
か
な
い
。
酒
宴
の
場
面
に
西
光
を
登
場
さ

　
せ
る
語
り
系
諸
本
は
、
鹿
谷
事
件
に
連
座
し
た
物
語
の
主
人
公
た
ち
を
こ
こ
に
一
挙

　
登
場
さ
せ
、
物
語
の
伏
線
と
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
延
慶
本
の
記
事
の
古
態
性
に
つ
い

　
て
は
論
証
す
る
紙
幅
が
な
い
が
、
水
原
　
一
氏
が
名
寄
せ
記
事
か
ら
「
左
衛
門
入

　
道
」
を
脱
落
さ
せ
て
い
る
語
り
本
系
の
あ
り
方
を
後
の
本
文
と
し
て
指
摘
し
て
い
る

二
二



延
慶
本
『
平
家
物
語
』

鹿
谷
事
件
覚
書

　
（
「
新
潮
日
本
古
典
文
学
集
成
　
平
家
物
語
』
上
　
八
六
－
八
七
頁
頭
注
）
こ
と
や
、

　
法
皇
を
登
場
さ
せ
な
い
な
ど
改
変
著
し
い
四
部
本
の
本
文
が
「
鹿
谷
山
荘
紹
介
・
名

　
寄
せ
・
行
綱
白
布
記
事
・
酒
宴
俊
寛
出
自
記
事
」
と
い
う
よ
う
に
、
延
慶
本
的
本
文

　
の
骨
格
を
と
ど
め
て
い
る
点
な
ど
か
ら
十
分
推
測
で
き
る
。

＠
　
『
愚
管
抄
－
本
文
は
、
岡
見
正
雄
・
赤
松
俊
秀
氏
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系

　
愚
管
抄
』
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

＠
　
同
◎
補
注
に
も
延
慶
本
と
の
共
通
本
文
を
考
え
る
べ
き
指
摘
が
あ
る
。

＠
　
盛
衰
記
は
、
鹿
谷
の
謀
議
の
場
を
こ
の
行
網
の
密
告
記
事
の
中
に
移
動
さ
せ
る
よ

　
う
な
本
文
の
改
変
を
し
て
い
る
が
、
密
告
の
場
所
を
福
原
と
し
て
い
る
。

＠
　
武
久
　
堅
氏
「
「
大
麹
言
物
語
」
の
様
式
と
展
開
」
『
平
家
物
語
成
立
過
程
考
』
第

　
四
編
第
二
章
（
妾
楓
土
）

＠
　
水
原
　
一
氏
は
『
新
潮
日
本
古
典
文
学
集
成
　
平
家
物
語
』
上
　
八
五
頁
頭
注
で

　
鹿
谷
の
謀
議
の
場
に
お
け
る
静
憲
の
傍
観
者
的
視
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

＠
　
同
＠

＠
同
＠
・
¢
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